
名 船  発  掘 〈汽船〉

(主要目,鉄 道連絡船、山陽鉄道所有、山陽汽船運航、 224総 ト

ン、垂線間長351m、 幅61m、 主機三達成汽機 2基  2軸 、最高速

力107ノット、旅客定員 146名、1903年二妄長崎造船所建造
児島丸クラス

モダンな二姉妹で開業した
宇高連絡船

~~■'十1■亡・,,__.

尾道～多度津航路時代の児島丸 (写真提供=小 林義秀氏)

荘
田
平
五
郎
と
児
島
丸
ク
ラ
ス

Ｈ
鉄
の
年
高
航
路
は
、
明
治
末
年
に

「児
肖
九
」

「工
藻
九
」
の
二
姉
妹
で
開
業
し
た
　
大
き
さ
は
１１
百

二
十
四
総
ト
ン
中
　

九
〇
ｉ

（明
治

ｉ
十
六
）
年
二

月
に
長
崎
の
■
左
辻
船
所
で
建
辻
さ
れ
た
り

船
を
発
＝
し
た
の
は

―――
陽
拡
道
、
迎
航
し
た
の
は

，
公
付
の
―――
陽
汽
い
で
あ
る
　
十
市
航
路
に
は
山
陽

汽
捕
が
荘
■
し
た
前
史
が
あ
る
こ
と
は
、　
一
一≡
〕
予

の

「旭
丸
」
の
文
中
で
触
れ
た

長
崎
の
三
菱
辻
船
所
は
、
日
本
を
代
表
す
る

一
流

地
恥
所
で
あ
り
、
す
で
に
こ
の
１１！―
期
に
は
、
Ｈ
本
郵

い
の

「竹
性
九
」
や

「
Ｈ
光
丸
」
な
ど
、
Ａ
千
裕
ト

ン
を
超
え
る
大
叩
い
を
先
成
さ
せ
て
い
た
．

こ
う
し
た
人
辻
船
所
で
、
一児
向
九
」
ク
ラ
ス
の
よ

う
な
二
古
総
ト
ン
そ
こ
そ
こ
の
小
型
汽
い
が
廷
造
さ

れ
た
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か

そ
れ
は
、
そ
の
こ
ろ
〓
凌
造
船
所
の
所
長
だ

っ
た

，―‐…
――‐
ｒ
ｉ
郎

一し
ょ
う
だ

へ
い
ご
ろ
う
一
が
、

十‐‐
陽

孜
地
の
収
柿
役
を

つ
と
め
て
い
た
こ
と
に
よ
る
　
――‐

陽
飲
道
の
問
円
辻
祐
姉

「大
加

〃
九
」
ク
ラ
ス

【

■
ｉ
ヶ
参
肝
）
が
長
崎
＝
一恥
所
に
た
よ
さ
れ
た
の
も
、

同
じ
理
由
か
ら
だ

つ
た

壮
田
十
五
郎
は
、
川
本
の
企
業
経
常
の
原
型
を

つ

く
り
あ
げ
た
人
物
で
あ
る
　
生
ま
れ
は
今
の
人
分
県

向
杵
市
．
イー‐
ｉ
沢
諭
古
の
高
”
で
、
…
左
系
各
社
の
法

Ｌ
に
作
た
し
、
創
米
ィ
の
岩
崎
妹
太
郎
や
力
の
ｈ
之



助
を
さ
さ
え
た
。
日
本
耶
船
、
束
末
海
上
火
災
、
三

菱
銀
行
、
三
菱
地
所
、
山
陽
鉄
道
な
ど
、
設
立
に
か

か
わ

っ
た
会
社
は
放
多

い
。
Ｗ
を
安
し
、
「キ
リ
ン
ビ

ー
ル
」
の
名
の
発
案
イ
で
も
あ

っ
た

そ
ん
な
荘
出
が
五
十
歳

の
と
き
、
「
最
後
の
ご
本

公
」
と
、
家
族
を
通
れ
て
赴
任
し
た
の
が
長
崎
の
三

菱
辻
船
所
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

一
等

客

室

の
静

物

画

を

め

ぐ

る
逸

話

こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
荘
日
は

「児
島
九
」
ク
ラ

ス
の
建
造
に
は
、
こ
ま
か
い
点
ま
で
気
を
配

っ
た
。

そ
れ
を
示
す

エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る

１
姉
妹
の
に
甲
版
前
部
の
　
■
作
≡
は
サ
ロ
ン
瓜

に
な

っ
て
お
り
、
「
児
的

…★Ｌ
」
に
は
花
を
肘

い
た
汁

―！１‐‐
、
「Ｉ
挟
九
」
に
は
嵐
山
波
月
橋
の
花
見
を
テ
ー
マ

に
し
た
日
本
画
が
飾
ら
れ
た
。
「児
島
丸
」
の
洋
画
を

担
当
し
た
の
は
、
ベ
ネ
チ
ア
で
油
絵
を
学
び
、
勝
海

舟
像
な
ど
を
描

い
た
川
村
清
雄
で
あ
る
．

川
＝
は
駐
初
、
絵
の
テ
ー
マ
に
、
保
元
の
乱
で
耐

岐
円
に
流
さ
れ
た
来
徳
■
■

（す
と
く
じ
ょ
う
こ
う
）

を
選
ん
だ
！
と
こ
ろ
が
荘
田
は
、
「■
に
す
が
す
が
し

い
感
じ
を
与
え
る
絵
が
欲
し
い
」
と
し
て
、
花
の
計

物
画
を
描
か
せ
た
と

い
う
．

■
Ｗ
板
後
い
の
　
竹
客
生
に
は
、
一
船
と
も
、
源

平
の
圧
向
の
令
戦
で
那
独
↓
　
が
晰
の
的
を
射
落
と

す
シ
ー
ン
と
、
金
力
比
羅
ど
の
高
灯
純
を
表
現
し
た

ビ
ロ
ー
ド
友
神
の
徹
が
か
け
ら
れ
た

ち
な
み
に
、
新
造
時
の
二
姉
妹

の
旅
零
定
員
は
、

一
年
十
二
名
、
一
年
三
卜
六
名
、
一
等
九
卜

人
名
、

合
■
付
円
十
六
名
で
あ
る
，

予
定
の
学
野
～
高
松
航
路
に
就
航

手
高
航
路
の
開
設
に
は
、
的
陽
鉄
道
の
支
線
の
宇

時
線
の
開
通
が
前
提
と
な
る
が
、
二
姉
妹
が
誕
生
し

た
と
き
に
は
、
ま
だ
若
工
し
て
い
な
か

っ
た
！

そ
こ
で
―――
陽
鉄
道
は
、
　

九
〇
●
年
に
と
り
あ
え

ず
岡
山
～
高
松
門
と
尾
道
～
多
度
津
問
の
二
航
路
を

開
業
し
、
高
松
航
路
に

「玉
藻
九
」
、
多
度
津
航
路
に

「
児
鳥
丸
」
を
投
入
し
た
．
三
年
後
、
こ
の
こ
航
路

は
、
鉄
道
固
有
化
に
よ
り
、
一
姉
妹
と
と
も
に
Ｈ
鉄

の
も
の
と
な

っ
た
，

さ
ら
に
四
年
後
の

一
九

一
〇

（明
治
四
十

二
）
年

六
月
、
懸
実

の
宇
野
線
が
開
通
っ
本
州
～
四
国
間
の

鉄
道
連
絡
船
は
、
十
野
と
高
松
を
結
ぶ
宇
高
航
路

一

本
に
ま
と
め
ら
れ
、
「児
烏
九
」
「ｉ
藻
九
」
の
ペ
ア

が
、　
一
Ｈ
円
往
後

の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
そ
の
う

ち
の
ｉ
仕
復
は
最
初
、
小
，
用
の
ｌｉ
庄
に
付
港
し
た

が
、　
一
年
足
ら
ず
で
廃
止
さ
れ
た
。

こ
こ
に
掲
げ
た
古
写
真
は
、
多
度
津
航
路
時
代
の

「児
島
九
」
で
、
小
林
義
分
氏
が
発
兄
し
た
も
の
で
あ

る
ｔ
船
体
を
装
は
柿
洒
な
白
，
吃
水
線
と
防
砿
材
は

＝
，
■
の
船
体
４
生
が
ｉ
流
だ

っ
た
明
治
則
の
湖
戸

内
海
航
路
各
怖
と
し
て
は
、
き
わ
め

つ
き
の
カ
ラ
フ

ル
で
モ
ダ
ン
な
姿
を
誇
示
し
て
い
た
。

電
灯

を
使

っ
た
最
初

の
内

海
航

路
客

船

「児
向
九
」
ク
ラ
ス
は
、
加
戸
内
ル
抗
路
作
術
と
し

て
は
初
め
て
、
恥
内
照
明
に
ｔ
灯
を
採
用
し
た
，
】

時
の
内
れ
航
路
客
船
は
貨
上
客
従
で
、
各
室
は
狭
く
、

天
丼
も
低
く
、
照
明
は
薄
暗

い
石
油
ラ
ン
プ
だ

つ
た
。

二
姉
妹
が
登
場
し
た
と
き
、
客
室
が
広
く
て
明
る
く
、

立

っ
て
歩
く
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
の
で
好
■
を
付

し
た
の
も
、
「
然
の
こ
と
だ

っ
た
ぃ

Ｈ
本
で
最
初
に
電
灯
を
使

っ
た
船
は
、　
一
人
人
四

（明
治
十
七
）
年
に
英
国
で
建
造
さ
れ
た
共
同
運
輸
の

「長
岡
九
」
の
よ
う
だ
。
年
惟
で
は
、
そ
の
前
年
に
チ

リ
か
ら
雌
入
し
た
巡
洋
冊

「筑
紫
」
二

人
人

一
年
竣

に
）
が
初
め
て
ｔ
打
を
用
い
た
，
こ
う
し
た
先
例
か

ら
す
る
と
、
内
ル
航
怖
客
＝
の
電
灯
採
用
は
、
二
十

年
ほ
ど
遅
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
．

二
姉
妹
は
そ
の
後
、
本
格
の
新
造
拒

「
水
鳥
九
」

（
一
■
凹
≡
参
照
）
と
と
も
に
宇
高
航
路
で
市
燿
し
て

い
た
が
、
人
止
木
年

の

「
―――
陽
九
」
ク
ラ
ス
の
デ
ビ

ュ
ー
に
と
も
な

っ
て
引
退
し
、
＝
年
、
鉄
道
赳
祐
急

航
汽
怖
に
売
却
さ
れ
た
。
次

い
で
昭
和
十
年
代
に
、

二
船
と
も
尼
崎
汽
肺
の
手
に
波
り
、
「工
藻
九
」
は

一

九
円
工

（昭
和
一
■
）
年
六
月
の
瀬
戸
内
海
汽
船
の

設
立
の
と
き
に
新
会
社
に
移
仲
．
戦
後
の
炊
午
問
を
、

十

‐
――
‐
～
松
山
航
路
な
ど
で
辿
ご
し
た
，

山

田
　
廼

生
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